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【目的】我が国での産後の女性の健康状態についての報告は、出産直後から産後 3～4 ヵ月
頃までの報告が散見され、妊娠・出産が原因と思われる不定愁訴の内容やそれらが解消す
る時期に焦点をあてた報告はない。本研究は、産後の女性の健康調査票（産褥期健康調査
票）を独自に作成し、産後 6 ヵ月の女性の身体症状の実態を明らかにすることを目的とす
る。 
【方法】対象者：2015 年 9 月から 2016 年 2 月に実施された静岡県 A 市の 6 ヵ月児健康相
談時にみえた女性全員。方法：独自に作成した無記名自記質問票調査を用い、個別相談時
に手渡した。回収は郵送または Web 上のいずれか対象者が好む方法とした。身体症状に関
する質問項目は、出産後の女性の健康に関する先行研究を参考に、身体症状を 47 項目設定
し、項目以外の症状がある場合は、「その他」に記述してもらった。倫理的配慮：聖隷クリ
ストファー大学倫理委員会の承認を得た（承認番号 15023）  
【結果】440 名に配布し 186 名から回答（回収率 42.3％）を得た。対象者の背景：34 歳以
下 132 名（71.0%）、35 歳以上（29.0％）、産後の月数は 6.5 ヵ月±0.6 ヵ月であった。分娩
週数は 39.7±1.7 週、分娩経験は、初産婦 85 名（45.7％）、経産婦（54.3％）、分娩様式は、
経膣分娩 155 名（83.3％）、帝王切開 31 名（16.7％）であった。ほとんどの対象者に育児
や家事で困ったときに助けてくれる人がいた（95.2％）。 
 産後の身体症状：1 名を除き全員に身体症状があり、身体症状数は平均 6.7 項目（±4.0）
であった。6 割の女性に肩こり（62.9％）、抜け毛（ 60.8％）があった。睡眠不足（49.5％）、
腰痛（45.7％）、妊娠前と比べて疲れやすい（ 44.1％）の順に多く、3 人に 1 人が疲労感
（34.9％）、性欲減退（31.7％）、目の疲れ（29.6％）を訴えていた。不調で受診したもの
は 23.0％であった。受診しなかった７割の女性は、受診するほどのことではないと思った
から、受診しなかったと回答していた。現在の体調は、分娩による影響と回答した者が
15.6％いた。1 名を除き全員に身体症状があるものの、約 7 割の女性が身体的にも精神的
にも健康と回答していた。そして、全体の 4 割が、現在の体調は次の妊娠を考えることに
とても影響する・少し影響すると回答していた。身体的にも精神的にも健康と回答した女
性(128 名,68.8%)のうち 3 割は、現在の体調や症状は、次の妊娠を考えることにとても影
響する・少し影響すると回答していた。  
【考察】身体症状：肩こり、腰痛、性欲減退の割合は、先行研究とほぼ一致していた。抜
け毛、目の疲れは、先行研究と比較すると非常に多く、一方、かぜ症状は非常に少なかっ
た。これは、産後の月数の違いによるものか、今後も調査を続けていく必要がある。目の
疲れは、PC・タブレット端末など生活環境の影響も考えられるため、今後は、利用状況も
含めて検討していく必要がある。産後 6 ヵ月を経過してもなお、分娩による影響と思われ
る身体不調を抱えている女性が 15.6％いた。自身を健康と思っている女性であっても、現
在の体調は妊娠を考える際、影響するとしており、産後の女性の健康を維持・向上するこ
とが、子育て支援、少子化対策への一助になると思われる。  
【学会発表の状況】 第 56 回日本母性衛生学会総会・学術集会 (2016 年 10 月)に発表予定
であり、発表抄録をエントリー中である。   
